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演者らは，生体サンプル中の酵事活性によって代謝さ

れ，これを光学特性の変化によって高感度に検出する

有機小分子世光プロープを開尭 G，生体内の種々の酵

車の機能を明らかにすることを 目指した研究を進めて

きた

本研究では，このような有機ゾト分子蛍光プロープを利

用することにより， 二次元電気泳動を用いたプロテオ

ーム解析において，特定の酵車活性を示すタンパク質

のみを，活性に応じた形で網羅的に解析，探索するこ

とを可能とする研究手法の開尭をおこなったは Am

Che1l1. Soc.2013. 135.6002 -6005) 特定の酵事活性を

有するタンパク賀をプロテオ ム中から見出すことを

可能とする実験系として，非変性条件下の電気泳動に

よりタンパク質を分画 G，電気泳動グノレ内の酵素アッ

セイによって活性を有するスポットを呈色するザイモ

グラフィ 一法が知られているが，従来の吸光度の変化

を利用した酵事活性の検出においては，その検出感度

の低さと検出精度の悪さが実用面での制約を与えてい

た これを，高感度測定を可能にする蛍光プロープを

用いた酵事アッセイに適したものに尭展させることを目

指し，細分した電気体動ゲルを 384 ウェノレのマルチウェ

ノレプレートに分注し， ウェル内で蛍光アッセイをおこな

う仕組みを新たに考案することにより，酵事反応のター

ンオーバーによるシグナルの噌幅を活かし，高感度かっ

高分解能をもって電気樟動ゲノレ内のタンパク質の活性を

検出するアッセイ系を擁立した 種々の酵索活性を有す

るそデルタンパク質について，本手法を用いた活性の評

価を試みた結果， 0.1 ng 以下の微量のタンパク質につい

ても，これが古まれるウェルを選択的に検出 G，質量分

析法による解艇によって活性本体のタンパク質を同定す

ることが可能であることが確かめられた

この手法に基づき，生体内の新たな酵素活性を有するタ

ンパク質を見出すことを目的とL-， 50 種類以上の具なる

反応点を有する蛍光プロープを用いて生体サンプノレ中の

酵事活性の評価をおこなし、，その中から，外来性の細胞

遊走思子の代鮒反応を可視化する蛍光プロープについて，

その代謝に関わる標的タンパク質を明らかにする こ とに

成功したので，この結果についても報告をおこなう


